
【
令
和
元
年
度
年
間
皆
勤
賞
・
精
勤
賞
表
彰
式
】 

 

始
業
式
の
前
に
皆
勤
賞
・
精
勤
賞
の
表
彰
式
が
あ
り
、 

 
 

７
名
の
生
徒
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

始
業
式
の
前
に
新
任
式
を
行
い
ま
し
た
。
英
語
を

担
当
さ
れ
る
廣
瀬
和
代
先
生
と
数
学
を
担
当
さ
れ
る

植
田
匡
哉
先
生
が
新
た
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

年
度
末
の
異
動
で
、
英
語
を
担
当
さ
れ
た
村
松
美

里
先
生
と
数
学
を
担
当
さ
れ
た
長
尾
俊
輝
先
生
が
転

任
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防

の
た
め
退
任
式
は
行
わ
れ
ず
、
直
接
、
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
お
二

人
の
先
生
方
に
向
け
た
色
紙

を
作
成
し
ま
し
た
。
新
天
地

で
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念

い
た
し
ま
す
。 

 

今
年
度
も
教
職
員
が
一
丸

と
な
り
、
生
徒
と
一
緒
に
松

高
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

す
。 

 
 
 

岡山県高梁市立松山高等学校 

新
任
式 

第１号 
発行日：令和２年８月５日 

◀
入
学
式
の
様
子 

ご
入
学 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

 

４
月
８
日
（
水
）
始
業
式
、
４
月
９
日

（
木
）
に
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
度
の
松
山
高
校
は
５
名
の
新
入

生
を
迎
え
、
生
徒
21
名
、
職
員
17
名
、

計
38
名
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

入
学
式
で
は
、
松
下
校
長
の
式
辞
の

後
、
新
入
生
を
代
表
し
て
渡
邉
さ
ん
が

宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。
新
入
生
は
こ
れ

か
ら
の
４
年
間
で
、
友
人
や
先
輩
と
絆

を
固
く
し
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
な
が

ら
、
仕
事
や
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
通
し
て

大
き
く
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。 

 
在
校
生
も
、
新
入
生
と
共
に
多
く
の

こ
と
に
挑
戦
し
、
有
意
義
な
１
年
間
に

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

新
・
松
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
生

徒
・
教
員
全
員
で
協
力
し
、
助
け
合

い
、
松
山
高
校
を
今
ま
で
以
上
に
良
い

学
校
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

４
月
10
日
（
金
）
に
新
年
度
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
学
校
生
活
や
進
路
に
つ
い

て
の
話
の
後
、
新
入
生
が
参
加
し
て
初
め
て
の
エ
ン

カ
ウ
ン
タ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
会
メ
ン
バ
ー
が

中
心
と
な
っ
て
企
画
や
運
営
を
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
お
互
い
の
こ
と
を
知
れ
て
よ
か
っ
た
。
」「
新
し
い

発
見
が
あ
っ
た
。
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
親
交
が
深

ま
り
ま
し
た
。 
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岡山県高梁市立松山高等学校 

働きながら学ぶ 

1. 教育方針 
 学びつつ働くことのできる夜間定時制高校とし

ての特性を生かし、生徒、保護者、地域社会から

信頼される学舎として、自ら求めて学ぶ人物の育

成に努める。 

2. 教育目標 

(1) 地域社会への貢献と協働の精神の育成 

(2) 豊かな知性と情操に基づく文化的想像力の育

成 

(3) 勤労を尊び、責任を重んじる職業観・勤労観

の育成 

 

 

６
月
22
日
（
月
）
に
生
徒
会
主
催
の
新
入
生
歓
迎
会
と
球
技

大
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
４
月
、
５
月
が
休
校
だ
っ
た

た
め
、
新
入
生
歓
迎
会
を
こ
の
時
期
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

 
副
校
長
先
生
の
講
話
で
は
、
「
松
高
で
の
学
び
は
一
生
を
支

え
る
」
と
い
う
卒
業
生
の
言
葉
が
紹
介
さ
れ
、
「
よ
り
良
く
生

き
る
た
め
に
学
び
、
教
養
を
高
め
た
い
と
い
う
先
輩
方
の
姿
勢

か
ら
、
自
ら
の
学
び
に
つ
い
て
も
考
え
て
ほ
し
い
。
」
と
い
う

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

会
の
前
半
は
松
山
高
校
の
歴
史
や
現
在
の
様
子
に
つ
い
て
の

「
松
高
ク
イ
ズ
」
、
自
分
の
こ
と
を
す
ご
ろ
く
形
式
で
語
る

「
ス
ゴ
ロ
ク
ト
ー
キ
ン
グ
」
を
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
い
ま

し
た
。
学
年
を
越
え
て
の
グ
ル
ー
プ
編
成
で
お
互
い
の
こ
と
を

よ
り
深
く
知
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
後
半
は
４
チ
ー
ム
に
分

か
れ
て
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
教
員
も
チ
ー
ム
に
加

わ
り
、
両
チ
ー
ム
と
も
必
死
に
ボ
ー
ル
を
投
げ
合
い
、
白
熱
し

た
戦
い
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
後
も
こ
の
よ
う
な
学
校
行
事
を
通
じ
て
、
学
年
関
係
な
く

積
極
的
に
関
わ
り
を
持
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

検索キーワード 

 「希望の翼 松山高校」 

生徒総会 ６月１６日（火） 

生徒会役員の進行で、昨年度の振

り返りと今年度の予算や目標を決

めました。 

キックベースボール大会 ６月２３日（火） 
「キャリア応用」の取り組みで、４年生主催の全校キック

ベースボール大会を行いました。４年生は、企画から当日

の運営の仕方を体験を通して学びました。 

１
位 

渡
邉 

朋
之
さ
ん
（
１
年
） 

２
位 

澁
谷 

健
太
さ
ん
（
４
年
） 

３
位 

井
上 

文
子
さ
ん
（
４
年
） 

 8月の予定    
  26日(水)  始業式 

 28日(金) 合同面接練習会（3,4年生） 

      キャリア教育講演会（全員）  
                              

 9月の予定 
  28日(月)～30日(水)(3,4限) 学校祭準備 
 

 10月の予定 
   1日(木) 学校祭準備 

  2日(金) 学校祭（文化の部） 

   6日(火) 食育講演会（4限） 

   9日(金) 学校祭（体育の部） 

  13日(火) 生徒会役員選挙(4限) 

  16日(金) キャンドルナイト（1,2限） 

       陶芸教室（3,4限） 

 

７
月
28
日(

火)

に
校
内
生
活
体
験
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

こ
れ
ま
で
の
人
生
や
学
校
生
活
を
通
じ
て
感
じ
学
ん
だ
貴
重
な

体
験
な
ど
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
で
作
文
に
ま
と
め
発
表
し
ま

し
た
。
入
学
時
か
ら
の
変
化
、
こ
の
１
年
間
で
成
長
し
た
こ
と

や
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
部
活
動
で
の
経
験
な
ど
、
ど
の
発
表
も
心

に
響
く
内
容
で
し
た
。 

 

当
日
は
４
年
生
か
ら
順
番
に
１
人
ず
つ
前
に
出
て
発
表
し
、

生
徒
と
教
員
で
内
容
や
発
表
態
度
な
ど
を
審
査
し
ま
し
た
。 

 

審
査
の
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
し
た
。 

４年生 「松山学」校外学習  
7月１０日（金）に成羽美術館と弥高山公園、

８月３日（月）に成羽町吹屋地区に行き、高

梁の自然や文化について学びました。 


